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人のうごき（7月31日現在）

総人口

　１０，004人　男 4,823人／女 5,181人

前月比

　－27人　　　　　男 －7／女 －20

　○出生　　  1人 　○死亡　　17人
　○転入　　14人 　○転出　　24人

総世帯数

　４，４41世帯　　前月比　－10

町からの情報をお届けしています

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

━━━━  表紙の写真 ━━━━

最近では、日常のさまざまな
場面で外国人の姿を目にする
ようになりました。言葉や文
化が違っても、同じ地域の一
員としてコミュニケーション
をとることが大切だと思いま
した。今回のインタビューに
ご協力いただいた皆さん、あ
りがとうございました。
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■
町
代
表
の
４
チ
ー
ム
が
出
場

　

７
月
27
日
（
土
）
に
山
都
町
そ

よ
風
パ
ー
ク
で
、
令
和
６
年
度
上

益
城
郡
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、
３
月

に
行
わ
れ
た
町
の
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

■
操
法
大
会
と
は

　
操
法
大
会
と
は
、
消
防
団
の
消

火
能
力
を
競
う
大
会
で
、
安
全
か

つ
迅
速
な
行
動
、
操
作
を
行
い
、

火
点
と
呼
ば
れ
る
標
的
を
倒
す
技

術
を
競
う
も
の
で
す
。「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
志
で
地
域
の
消
防
活
動
を

行
う
消
防
団
員
が
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
披
露
す
る
大
会
で
す
。

訓
練
と
大
会
を
通
じ
て
、
団
員
の

消
防
操
法
技
術
が
向
上
し
、
地
域

の
防
災
体
制
の
強
化
に
繋
が
り
ま

す
。

■
大
会
結
果

▼
ポ
ン
プ
車
の
部

　
２
位　
第
１
分
団
第
１
部（
東
西
寒
野
）

　
３
位　
第
１
分
団
第
４
部
（
岩
下
）　

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
２
位　
第
１
分
団
第
７
部（
北
部
地
区
）

　
６
位　
第
１
分
団
第
６
部
（
緑
町
）

町消防団が郡大会に出場
令和 6 年度上益城郡消防操法大会

▼

優
秀
選
手
賞
を
受
賞
し
た
選
手
の
皆
さ
ん

▲ホースを持って火点に向かう指揮者

▼

標
的
に
向
け
て
放
水
を
行
う
選
手

ト ピ ッ ク ス
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誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め
に

　　
「
は
い
、
き
く
ち
～
」。
明
る
い

掛
け
声
と
と
も
に
笑
顔
で
写
真
に

写
る
の
は
、
菊
池
市
在
住
の
外

国
人
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
「
せ
か
い
か
い
ぎ
」
の
メ

ン
バ
ー
た
ち
。
こ
の
日
は
菊
池
女

子
高
校
の
文
化
祭
に
出
店
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
郷
土
料
理
を
販
売

し
ま
し
た
。

　
特
に
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
揚
げ
春

巻
き
が
好
評
で
、
約
1
時
間
後
に

は
完
売
。「
他
国
の
文
化
に
触
れ

る
良
い
機
会
だ
っ
た
」
と
話
す
来

場
者
も
い
て
、
異
文
化
へ
の
理
解

が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
菊
池
市
中
央
図
書
館
で
は
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
が
掲
げ
る
『
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
』
と
い
う
理
念
に
基
づ

き
、
多
文
化
共
生
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
図

書
館
専
門
委
員
の
小こ

ぼ
り堀

久ひ
さ
お男

さ

ん
。
菊
池
市
内
の
外
国
人
人
口
は

増
え
続
け
て
お
り
、
昨
年
末
は

約
1
2
0
0
人
。
そ
の
多
く
は
、

ア
ジ
ア
圏
域
か
ら
の
技
能
実
習
生

で
す
。

　
同
図
書
館
で
は
、
雇
用
側
と
実

習
生
側
の
双
方
か
ら
「
日
本
語
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し

い
」
と
い
う
声
を
聞
き
、
市
内
在

住
外
国
人
向
け
の「
日
本
語
教
室
」

を
令
和
2
年
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
地
域
交
流
を
中
心
と

し
た
「
日
本
語
カ
フ
ェ
」
や
外
国

人
主
体
で
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運

営
す
る
「
せ
か
い
か
い
ぎ
」
を
発

足
し
、
多
文
化
共
生
サ
ー
ビ
ス
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
の
人
か
ら
は
『
国
籍
に

関
係
な
く
そ
の
人
自
身
と
接
す
る

よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
う
声
も
聞

熊本県市町村広報担当者による
合同特集

多文化共生の現在地
　昨年6月末の時点で日本に在留する外国人は過去最多320万人。
熊本でも2万人を超え、10年前と比べて2倍以上に増加しています。
　今回は、県内で進む地域に暮らす外国人住民との交流や、新た
な多文化共生の取り組みを紹介します。

菊池市立図書館専門委員

小
こ

堀
ぼり

久
ひさ

男
お

さん

菊池女子高校の文化祭に出店した「せ
かいかいぎ」

他
国
の
文
化
に
触
れ
る

菊池市で暮らす外国人が参加する主体となって
企画・運営を行う「せかいかいぎ」のメンバーたち
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　出生率の低下で全国的に外国
人労働者の需要が高まる中、県
内でも外国人との多文化共生社
会を目指す努力が求められてい
ます。
　多文化共生社会は、法整備な
どの公共性、そして周囲の人々
とのつながりで生まれる親密性
で成り立つもの。日本へやって
来て、言葉が通じない中で仕事
をし、孤独を感じている外国人を
ケアするためには、その両方を
充実させていく必要があります。　

　しかし、現状は外国人労働者が、
まるで透明人間のように認識さ
れてしまっています。外国人労働
者は社会のさまざまな場所で仕
事を担い、彼らがいなければ私た
ちは生活できないほどです。
　そんな外国人労働者を、社会
の一部を担う大事な存在で一人
の人間として認識し、心を寄せる
ことから共生は始まります。県民
一人一人がそれを意識し実践す
ればお互いに成長でき、生活を
より豊かにできます。

INTERVIEW 多 文 化 共 生 に向けて必要なこと

熊本学園大学 外国語学部

申
シン

 明
ミョン

直
ジク

 教授

各
地
で
進
む
多
文
化
共
生

き
ま
す
」
と
小
堀
さ
ん
。
共
に
考

え
尊
重
し
な
が
ら
、
多
文
化
共
生

の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
住
む
外
国
人
は
年
々
増

加
傾
向
で
す
。
熊
本
県
も
例
外

で
は
な
く
、
県
内
の
在
留
外
国

人
は
令
和
5
年
6
月
末
時
点
で

2
万
2
3
1
8
人
と
過
去
最
多

を
更
新
。
10
年
前
と
比
べ
2
倍
以

上
に
増
え
ま
し
た
。

　
国
籍
別
で
は
ベ
ト
ナ
ム
が
最
も

多
く
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
続

き
ま
す
。外
国
人
労
働
者
が
多
く
、

技
能
実
習
生
の
増
加
や
台
湾
積
体

電
路
製
造
（
T
S
M
C
）
の
進
出

な
ど
の
影
響
か
ら
今
後
も
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　
県
内
で
は
増
え
続
け
る
外
国
人

と
共
に
多
文
化
共
生
を
進
め
る
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国

際
化
を
進
め
る
た
め
、
八
代
市
で

は
令
和
３
年
に
「
や
つ
し
ろ
国
際

協
会
」
を
設
立
。
阿
蘇
市
や
合
志

市
で
も
令
和
５
年
に
「
多
文
化
共

生
連
絡
協
議
会
」
を
発
足
し
、
外

国
人
と
日
本
人
が
豊
か
に
共
生
で

き
る
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
県
が
公
表
し
た
令
和
5
年
度
の

県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
多

文
化
共
生
を
前
向
き
に
と
ら
え
る

人
が
多
く
、
半
数
を
超
え
る
52
・

8
㌫
の
人
が
外
国
人
と
と
も
に
地

域
で
暮
ら
す
「
多
文
化
共
生
」
を

「
望
ま
し
い
」「
や
や
望
ま
し
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
「
あ
ま
り
望
ま
し
く
な

い
」「
望
ま
し
く
な
い
」
と
回
答

し
た
人
も
8
・
8
㌫
い
て
、
そ
の

理
由
の
多
く
は
「
治
安
の
悪
化
」

や
「
文
化
の
違
い
か
ら
起
こ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
心
配
」
な
ど
と
い
っ
た

も
の
で
し
た
。

　
私
た
ち
日
本
人
を
含
め
、
み
ん

な
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、
一
丸

と
な
っ
て
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

熊本県市町村広報担当者による
合同特集

熊本県内で暮らす外国人の数は
どれくらい増えているの？DATA1

どんな国から来ているの？DATA2

多文化共生社会への県民の意識は？

望ましくない・あまり望ましくない

DATA3

増
加
す
る
外
国
人
労
働
者

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

カンボジア

その他

望ましい・やや望ましい どちらでもよい
52.8％ 38.4％ 8.8％
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　　　　　防災マップを見ながら避難経路を確認

「やさしい日本語」による対話が必要
　長洲町の外国人人口は総人口の約５％で、そのうち
約 90％は技能実習や特定技能の在留資格を持つ人で
す。長洲町では、外国人と日本人が日本語で交流する

「長洲みんなでにほんごひろば」が開催され、長洲町
地域日本語教室等サポーターとして参加しています。　　
　昨年は J

ジャイカ
ICA（国際協力機構）熊本との共同事業

で「やさしい日本語」を使った外
国人向けの防災イベントを実施。
参加者の多くが避難情報を理解
できたようでした。
　外国人との交流時には先入観
を捨て、相手に興味を持つこと
が重要です。「やさしい日本語」
を使って話すことが、お互いの理
解を深める鍵となるのではないで
しょうか。

長洲みんなでにほんごひろば

やさしい日本語に
　　言い換えると…

「やさしい日本語」には「こうすれば必ず理解してもらえる」という決まった答えはありません。
相手を思いやり、易しい言葉と「分かりやすく伝えよう」とする優しい気持ちで使ってみましょう。

出身はどちらですか？

あなたはどの国から
来ましたか？

大事なものは自分で
持っていてください

飲食はご遠慮ください 貴重品は自己管理してください

飲んだり食べたり
しないでください

長
洲
町

外国人が地域になじむ手助けをしたい
　水俣市では「みなもんくらぶ」を毎月１回実施して
います。市内で生活する外国人技能実習生が日本人
ボランティアサポーターと一緒に、体験活動を通して
日本語や地域での暮らし方などを学び、地域になじ
んで生活していくことが目的です。日本語や日本の文
化について「失敗しても大丈夫」と前向きな気持ちで
安心して学べる場所を目指して
います。　 
　参加者はそれぞれ国籍も違え
ば文化も違います。しかし、日
本語をもっと話せるようになり、
水俣市での生活を楽しくしたい
気持ちは同じです。これからも
地域住民との交流を通して外国
人たちがうまく地域で生活でき
るサポートをしていきます。

　　　　　　　　地域の和太鼓演奏グループと一緒に演奏体験

水俣市国際交流推進員
ブレスリン・
ジェフリーさん

（オーストラリア）

みなもんくらぶ

水
俣
市

CASE1 CASE2 CASE3

リーダー

竹
た け も と

本 薫
かおる

さん
（長洲町）

広がる、多文化共生の
　「見た目が違うから…」「言葉が通じないから…」。このような理由で
外国人と関わることを避けていませんか。きっとそれは相手も同じかも
しれません。大切なことはお互いに歩み寄ることです。
　多文化共生社会の実現に向けて取り組む２団体を取材しました。

輪
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外
国
人
も
日
本
人
も

同
じ
社
会
を
築
い
て
い
く
仲
間

熊
本
市
国
際
交
流
振
興
事
業
団
で
は
、
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
の

開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
長
を
務
め
る
勝か

つ
や谷

知と
も
み美

さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

理
解
の
一
歩
は
知
る
こ
と
か
ら

　
私
た
ち
は
、
自
治
体
の
外
国
人

向
け
日
本
語
教
室
や
協
議
会
立
ち

上
げ
の
支
援
な
ど
を
し
て
い
ま
す

が
、
イ
ベ
ン
ト
や
日
本
語
教
室
は

あ
く
ま
で
“
き
っ
か
け
”
で
す
。

大
切
な
の
は
参
加
者
の
外
国
人
と

日
本
人
が
つ
な
が
る
こ
と
。
つ
な

が
り
が
で
き
れ
ば
、
次
は
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
悩
み

ご
と
を
相
談
し
た
り
、
災
害
時
に

助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
共
生
社
会
に
近
づ
い
て
い
き

ま
す
。

　
日
本
人
向
け
の
講
座
で
は
、
そ

の
地
域
に
ど
ん
な
国
の
人
が
ど

れ
く
ら
い
い
る
の
か
、
ど
ん
な

文
化
や
宗
教
が
あ
る
の
か
な
ど

を
伝
え
て
い
ま
す
。
知
る
こ
と
は

理
解
へ
の
第
一
歩
。
知
ら
な
い
文

化
だ
か
ら
と
恐
れ
た
り
偏
見
を

持
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
正

し
く
知
り
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
外
国
人
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
人
た
ち
が
熊
本
に
来
て
暮
ら
し

始
め
た
と
き
、
言
葉
や
文
化
の
違

い
は
つ
き
も
の
。
一
度
の
説
明
で

伝
わ
ら
な
い
と
き
は
、
言
い
方
や

説
明
を
変
え
て
み
る
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
で
話
し
か
け
る
、
翻
訳

ア
プ
リ
を
活
用
す
る
な
ど
の
工
夫

が
必
要
で
す
。

　

県
内
の
人
口
は
減
少
し
て
い

て
、
外
国
人
が
不
足
す
る
働
き
手

を
担
っ
て
い
る
一
面
も
あ
り
ま

す
。“
同
じ
地
域
に
住
む
対
等
な

住
民
で
あ
り
、
お
互
い
が
同
じ
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
仲
間
”
と
し

て
接
し
、
良
い
関
係
を
築
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
近
く
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
が

い
た
ら
、
ぜ
ひ
あ
い
さ
つ
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
近
所
付
き
合
い

と
同
じ
で
、
あ
い
さ
つ
や
世
間
話

か
ら
交
流
が
始
ま
り
ま
す
よ
。　

熊
本
県
に
住
む
仲
間
と
し
て

熊本県市町村広報担当者による
合同特集

異文化理解講座でメキシコの伝統文化「死者
の日」を学ぶ子どもたち

　
そ
し
て
、
何
気
な
い
会
話
の
中

に
隠
れ
て
い
る
外
国
人
の
困
り
ご

と
を
見
つ
け
た
ら
、県
や
自
治
体・

私
た
ち
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

外国人のための相談窓口

でんわ　☎ 096（359）4995
ばしょ　熊本市国際交流会館２階

でんわ　☎ 080（4275）4489
ばしょ　県庁本館８階

　熊本県外国人サポートセンター

　熊本市外国人総合相談プラザ

（一財）熊本市国際交流振興事業団

勝
かつ

谷
や

知
とも

美
み

 事務局長

や さ し い 日 本 語

　簡単な単語や文法を使用するなど、日本語が得意ではない
外国人住民でも理解できるように配慮した日本語のこと。
　阪神・淡路大震災のときに、外国人住民に避難情報や支援
情報を十分に届けられなかったことを教訓に「やさしい日本語」
が広がっていきました。

一番の心得は「はさみの法則」

「はっきり言う」 口をあけて発音する１

「さいごまで言う」文末まできちんと話す２

「みじかく言う」 短く簡潔に伝える３

WHAT IS

7 広報 こうさ 2024.9



8広報 こうさ 2024.9



9 広報 こうさ 2024.9







▲九州大会に出場した濱結菜選手 ▲山浦代表取締役（左）に感謝状を手渡す甲斐町長

　７月６日（土）・7日（日）人吉スポーツパレスで開
催された第42回九州少年柔道大会に甲佐町総合型地
域スポーツクラブの甲心館に所属する濱結菜選手（甲
佐小6年・横田区）が出場しました。濱選手は「1回
戦敗退という結果で悔しいですが、練習をしっかり
やって試合でちゃんと技がかかるようにしたいです」
と今後の抱負を話しました。

濱結菜選手が九州大会に出場
第42回九州少年柔道大会

　５月14日（火）町本庁舎で、本町へ寄附いただい
た株式会社グッドバイバイ（熊本市・山浦章太代表取
締役）に感謝状が贈られました。今回、同社からいた
だいた寄附金は、安定した「しごと」を創出する基盤
づくりや関係人口の創出と定住促進などを基本目標と
する「甲佐町まち・ひと・しごと創生推進計画」に基
づく事業のために活用します。

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

こうさの 話題

▼流しそうめんを楽しむ子どもたち

　７月31日（水）・８月１日（木）川平キャンプ場で
野外キャンプ「あつまれ子どもたち」が開催されまし
た。同イベントは、１泊２日のキャンプを通して緑川
などの自然に親しむとともに、子どもたちが共同生活
を行うことで団体行動の大切さを体験することなどを
目的に、甲佐町青少年健全育成町民会議と町教育委員
会が共催。同イベントには町内の小・中学生14人が
参加しました。
　子どもたちは各班に分かれ、協力して行動。１日目
は活動の目標を書いた横断幕を作り、その後に川遊び、
テント設営などを体験。また、飯ごうでご飯を炊き、
自分たちで野菜を切ったりしてカレーライスを作り、
自然の中での昼食を満喫、夜にはバーベキューと花火
を楽しみました。
　２日目は木の板を焼き、絵付けをして作品にする焼
き板作りや流しそうめんを体験。子どもたちは１泊２
日のキャンプで思い出に残る夏休みを過ごしました。

自然に触れて心豊かに
野外キャンプ「あつまれ子どもたち」

▲昼食のカレー作りで野菜を切る
　子どもたち

▲各班での横断幕づくり
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▲故山崎警部補の慰霊碑に黙とうをささげる参加者たち

▼台南市で歓迎を受ける参加者のみなさん

　７月31日（水）仁田子の緑川河川敷に鎮座する故山
崎貴仁警部補の遺徳をしのび、慰霊祭が開催されました。
慰霊祭は昭和46年７月31日に大雨で増水した緑川の中
州で助けを求める中学生の救助活動中に殉職した山崎警
部補の意思を受け継ぐために、御船警察署が毎年、同人
の命日に実施。参加者は黙とうをささげた後、御船警察
署長の訓示を受け、決意を新たにしました。

地域の安心を守る誓いの日
故山崎警部補慰霊祭

　８月６日（火）～９日（金）本町の中高生など10
人が台湾の台南市を訪問し、国際交流を行いました。
　自然や文化など、生活習慣の違う環境の中での交流
事業を通して国際化社会に対応できる人材を育成する
ことを目的として、甲佐町国際交流協会（田上浩輝会
長）が平成27年度から台南市の土城高級中学校との
相互交流を実施しており、今年度は本町の中高生など
が台湾を訪問しました。
　参加した生徒たちは、台南市の中高生とパイナップ
ルケーキ作りを楽しんだり、台湾の史跡や名所を巡っ
たりして交流を重ね、親睦を深めました。
　参加した生徒は「最初はお互いの言葉が通じないの
で戸惑いましたが、現地の中高生と一緒にご飯を食べ
たりして、少しずつ仲良くなれてよかったです」「言
葉や文化の違いで困った事もあったけど、自分から積
極的に話しかけてコミュニケーションを取る事が出来
ました」と４日間の感想を述べました。

台湾の高校生と国際交流
本町の中高生が台南市を訪問

こうさの旬な情報を発信！

▲白バイ隊員の話を聞く児童たち

　８月６日（火）放課後児童クラブのゆうぐれハウス
（下横田区）で御船警察署交通課による交通安全教室
が行われました。参加した児童たちは、DVD を鑑賞
して交通事故に合わないための道路の歩き方や横断歩
道の正しい渡り方を学びました。同教室には白バイ隊
員も参加し、交通事故に遭わないように気を付けてお
くことなどを児童たちに話しました。

交通ルールを守ろう
御船警察署が交通安全教室を実施

▲台南市の中高生とケーキ作り　
　を楽しむ

▲奇美博物館を見学する参加者
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　今回は、トレーニングマシン
「ラットプルダウン」を紹介します。
ラットプルダウンは、猫背の原因の
一つである肩甲骨の位置バランスを

整え、美し
い姿勢へと
導くための
効果的なト
レーニング
マシンです。
広背筋や僧
帽筋といっ
た背中の筋

肉を鍛えることで、猫背を改善し、
肩こり・首こりの緩和も期待でき、
美しい姿勢を手に入れることができ
ます。
●ラットプルダウンの効果
①姿勢改善 : 広背筋や僧帽筋等を鍛
えることで、背筋をまっすぐにして
胸を張れるようになります。
②肩こり・首こり軽減：僧帽筋を鍛
えることで血行が良くなり、肩や首
のコリの改善が期待できます。

Health
木村 真澄 さん

（ 保健師 ）健康だより

夏の疲れを残さず秋バテを防ぎましょう

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲〈ラットプルダウン〉甲佐町フィットネス
センターにぜひお越しください

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
猫背、さようなら！ラットプルダウンで美しい
姿勢を手に入れよう！！

今月の紹介者

　暑い日が続き、残暑が厳しいことが予想されます。や
がて訪れる「秋」を楽しむためにも、夏の疲れを残さな
いような日々を過ごすことが大切です。
●「秋バテ」をご存じですか
　夏季の高温・多湿に対応できずにさまざまな体の不調
を引き起こしてしまいます。それにより、食欲不振や消
化機能の低下、暑さによる睡眠不足等が重なり、慢性的
に疲労がたまる。このような状態を「夏バテ」と聞かれ
ると思います。
　秋になってもその体の不調が続いてしまうことを「秋
バテ」と呼ばれるようになりました。ただし、秋バテは、
医学的な病名ではないので、診断基準や正確な定義はな
いとされていますが、2つのパターンがあり、①夏バテ
したまま回復できずに秋も不調を引きずる②夏は元気に
過ごせたが、秋になったら体調が悪く「バテた」と自覚
するような状態です。
●「秋バテ」の対策とは
　「秋バテ」も「夏バテ」と同じように、だるさや疲れ
やすさといった全身の症状等が現れます。日頃の生活を
振り返り早めの対策が必要です。
①規則正しい生活
毎日一定の時間に寝起きし、朝・昼・夕の食事をとるな

どの規則正しい生活は、自律神経を整えてくれます。加
えて、朝起き直後に太陽の光を浴び、体内時計をリセッ
トし良質な睡眠を確保しましょう。睡眠時間は個人差が
ありますが、6時間以上が妥当とされています。
②適度な運動と入浴
軽く汗をかく程度のウォーキングやラジオ体操などの適
度な運動、ぬるめのお湯にゆっくり浸かる入浴等はリ
ラックス効果もあり、疲労回復が促され、自律神経を整
えてくれます。
③バランスのよい食事
食事の基本、主食 ( 糖質 )+ 主菜 ( 蛋白質 )+ 副菜 ( ビタ
ミン・ミネラル ) を意識しましょう。疲労回復には、豚
肉や大豆、紅サケ、ほうれん草等のビタミン B1を多く
含む食品がおすすめです。一緒にニンニクやニラ、玉ね
ぎ等を摂るとビタミンB1の吸収率を上げてくれます。
④水分補給
秋もこまめな水分補給は大切です。水や白湯、麦茶等が
おすすめです。冷たいものの摂り過ぎは内臓を冷やすの
で注意しましょう。
　まだまだ暑い日が続きます。早めの対策で残暑を乗り
切りましょう。

●お問い合わせ先
　町健康福祉課
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711
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●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

２日（月） 　身体測定（身長・体重）
４日（水） 　親子で読書
６日（金） 　お散歩
９日（月） 　園庭遊び
11日（水） 　ねじブロック遊び
13日（金） 　敬老の日のプレゼント作り
18日（水） 　シャボン玉遊び
20日（金） 　おやつ作り（要予約）
25日（水） 　製作
27日（金） 　砂場遊び
30日（月） 　おもちゃ作り

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

増田 安
あ か ね
佳音 ちゃん（３歳）

　父・佳明 さん　
　母・安理沙 さん　（上豊内区）

　活発で賢い、弟大好きなお姉ちゃん！
　水遊びサイコー！

　 ４か月児健診

　　９月26日（木）　午前９時

　　10月17日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　９月26日（木）　午前10時

　　10月17日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　10月４日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　９月10日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　10月18日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　９月10日（火）　午後１時20分

９月・10月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

月　日 当番医 電話番号

９月１日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

９月８日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

９月15日 谷 田 病 院 096-234-1248

9月22日 桃 崎 整 形 外 科 096-235-8111

９月29日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

●　９月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

増田 佳
か む り
武理 ちゃん（2カ月）

　父・佳明 さん　
　母・安理沙 さん　（上豊内区）

　大きく産まれて、大きく育ってます！
　お姉ちゃん大好き！
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■
動
物
愛
護
週
間
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介

　
９
月
20
日
～
26
日
は
動
物
愛
護
週
間
で

す
。
動
物
の
愛
護
や
適
正
な
飼
養
に
つ
い

て
広
く
理
解
・
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
ペ
ッ

ト
も
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
動
物
も
、

当
然
な
が
ら
大
切
な
命
で
す
。
今
月
は
動

物
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
図
鑑
、

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
、
生
き
物
の
多
様
性
を

テ
ー
マ
に
し
た
本
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ご
家
族
で
動
物
愛
護
や
、

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
備
え
な
ど
、

改
め
て
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
９
月
12
日
（
木
）　
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場

　
お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
図
書
室
内
）

2024 年 7 月、パリオリンピックの頂
点に挑戦した石川祐希。バレーボールと
の出会い、学生時代の教えと気づき、イ
タリアでのプロ生活、日本代表への想い
など、これまでの人生の喜怒哀楽、そし
て未来への想いを初めて綴った自叙伝。

善治は幼い頃に両親を失い、伯母夫婦に
引き取られたがどこか遠慮がちに生きて
きた。善治が大学生になると、元警察犬
のシェパードが家に来て…。犬が苦手だ
った青年と、悲しい過去を抱えたシェパ
ードの出逢いと歩みの物語。

血糖値の上昇は筋肉不足が原因！大学病
院教授や糖尿病のエキスパートが、短時
間で血糖値を下げることができる、高齢
者にも太っている人にも安全な筋トレ

「1 分体操」を写真で紹介。血糖値が下
がる仕組みも詳しく解説。

曾祖父・佐吉の顕彰祭へ来ていた豊田家
御曹司・章男少年は車にはねられる。一
方は明治時代、佐吉の息子・喜一郎はア
キオと名乗る子どもと友情を育み…。ト
ヨタ自動車の創業者＆御曹司の夢と苦難
に満ちた「奇想天外」経済小説。

2023 年 11 月 8 日、余命４カ月と告げ
られた森永卓郎。いつ死んでも悔いのな
いように生きてきたし、いまもそうして
生きているという著者が、治療法の選択、
がんとお金、死生観などについて語った
満身の闘病ドキュメントです。

小説 一般書

報道協定
　初瀬 礼 著／新潮社

頂を目指して
　石川 祐希 著／徳間書店

ステイ！ぼくとシェパードの５カ月の闘い
　青谷 真未 著／早川書房

トヨタの子
　吉川 英梨 著／講談社

血糖値ヘモグロビン A1c 自力で下げる！
名医陣が教える最新1分体操大全／文響社

がん闘病日記
森永 卓郎 著／三五館シンシャ

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

幼児がエレベーターから忽然と姿を消し
た。嫉妬や羨望、プライドが渦巻くなか、
熾烈な取材合戦が幕を開けた…。最後に
選ぶのは、幼い命か、スクープか。現場
を知り尽くしたテレビ局員だからこそ書
けた新感覚の報道小説。

図
書
室

行
こ
う

へ

▲動物愛護週間コーナーにぜひお越しください

◀
入
れ
墨
の
図
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■
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会

　
を
開
催
し
ま
し
た

　
７
月
18
日
（
木
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
令
和
６
年
度
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協

議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
甲
佐
町
人
権
教
育

推
進
協
議
会
基
本
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
基
本
方
針（
抜
粋
）

　
す
べ
て
の
町
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め

に
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
差
別
の

な
い
、
明
る
く
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
。
そ
の
た
め
、
部
落
差
別
（
同
和
問

題
）
を
人
権
教
育
の
重
要
な
柱
と
し
て
捉
え
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
人
権
意
識
を
培
い
、

差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
人
権
教
育
を
推

進
す
る
。

　
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
部
落
差
別
を
は

じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
単
に

人
権
問
題
を
知
識
と
し
て
学
ぶ
だ
け
で
は
な

く
、
身
近
な
日
常
生
活
に
お
い
て
、
互
い
の

人
権
を
尊
重
す
る
態
度
や
行
動
を
培
う
こ
と

の
で
き
る
人
権
感
覚
を
養
う
必
要
が
あ
る
。

家
庭
内
か
ら
学
校
、
職
場
な
ど
様
々
な
場
面

に
お
け
る
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
誹
謗
中

傷
な
ど
も
後
を
絶
た
ず
、
深
刻
な
人
権
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
町
民
の
日
常
生

活
の
中
で
の
意
識
や
行
動
に
成
果
が
表
れ
る

よ
う
な
啓
発
活
動
・
研
修
な
ど
を
実
施
し
、

広
く
町
民
に
浸
透
さ
せ
る
取
り
組
み
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
基
本
方
針
を
も
と
に
、
今
年
度
も
町

の
人
権
教
育
に
つ
い
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

▲総会にて今年度の事業計画などについて協議する委員

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
人
権
教
育
を
推
進

　前回（令和6年3月号）地名と人名は一番注意しなけ
ればいけないのに、つい不注意で失敗をしてしまいま
した。正しくは平四郎ではなく、平三郎でした。失礼
しました。この平三郎は庄屋2年目（宝暦5年）に次郎
兵衛に名を改めています。今回は宝暦5年の次郎兵衛の
日記の中から刑法に関することについて述べてみよう
と思います。
　日記には刑の種類が増えたことが記されています。
それによりますと髭や眉を剃って罪人と普通の人を区
別し、その他笞（ち）や徒（と）等の罪状がここで見
られます。因みに笞（ち）は細い木の枝で作ったムチ
や棒でたたく刑罰。罪の重さで打つ数は変わります。
徒（と）は労役に服させる刑罰。墨（ぼく）は入れ墨
をする刑罰。劓（ぎ）は鼻を切り落とす刑罰。剕（ひ）
は足を切り落とす刑罰。宮（きゅう）は男性は去勢、
女性は生涯幽閉する刑罰。その他死刑に次ぐ重罰など
がありました。この中の徒（と）ですが、労役に服し

たら、日当が支払われ服役後ちゃんと生活出来るよう
なシステムだったといいます。このシステムは熊本（肥
後藩）が初めての試みだったともいわれています。こ
の日記にも罪人と罪状が控えてありますが、殆どが笞

（ち）の者でした。
※刑法については鎌田浩 1966「先駆的な肥後徒刑の
法」『藩法研究會編 藩法集7 熊本藩』、肥後藩主 細川重
賢公の「銀台遺事」を参考にしました。

「宝暦5年の小山田文書をみてみると」文化財探訪

◀
入
れ
墨
の
図

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線324）

町文化財保護委員　石坂 妙（吉田区）

～第123回～
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■
『
夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
を
開
催

　

8
月
9
日
（
金
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
研
修
室
で
「
夏
休
み
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

イ
ベ
ン
ト
は
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」
を
活
用
し
、
年
長

児
か
ら
小
学
校
３
年
生
を
対
象
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

先
生
だ
け
で
な
く
全
国
の
学
童
ク
ラ

ブ
等
と
接
続
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
「
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

な
ろ
う
！
」
と
題
し
、
探
究
学
習
に

取
組
み
ま
し
た
。
身
の
回
り
に
あ
る

マ
ー
ク
が
な
ぜ
そ
の
形
な
の
か
、
先

生
に
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
な
が
ら
自
分

た
ち
で
考
え
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ

の
後
、
お
題
に
沿
っ
て
、
〇
△
□
な

ど
の
簡
単
な
形
を
使
い
自
分
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
ゴ
を
作
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
「
ア
ー
ト
作
品
づ
く
り
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
画
用
紙
か
ら

お
も
し
ろ
定
規
を
作
り
、
真
っ
白
の

画
用
紙
に
線
を
引
き
、
で
き
た
ス
ペ
ー

ス
に
カ
ラ
ー
ペ
ン
で
様
々
な
模
様
を

描
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
が
っ

て
い
る
お
友
達
や
先
生
と
の
交
流
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
嬉
し
そ
う
に

自
分
の
作
品
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

▲パソコンに自分の作品を映して全国の
　お友達に披露する参加者

探
究
学
習
と
ア
ー
ト
作
品
づ
く
り
で

学
び
が
広
が
る
夏
休
み
に

■
盆
踊
り
大
会
に
参
加

　

７
月
20
日
（
土
）
第
73
回
あ
ゆ
ま
つ
り

で
甲
佐
高
校
の
生
徒
が
盆
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

盆
踊
り
に
は
甲
佐
高
校
を
含
め
６
団
体

約
１
３
０
人
が
参
加
し
、
商
店
街
を
踊
り

な
が
ら
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

甲
佐
高
校
は
生
徒
、
保
護
者
、
職
員
の

約
20
人
が
参
加
。
甲
佐
高
校
の
法
被
に
身

を
包
み
「
甲
佐
音
頭
」、「
火
の
国
太
鼓
」、

「
甲
佐
大
橋
音
頭
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。
生
徒
と
職
員
は
事
前

に
練
習
を
重
ね
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
生
徒

は
と
て
も
上
手
に
踊
り
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
卒
業
生
な
ど

か
ら
温
か
い
声
援
を
受
け
て
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
く
参
加
で
き
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
よ
か
っ
た
で
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
竹
あ
か
り
で
あ
ゆ
ま
つ
り
を
彩
る

　

同
日
、
花
火
会
場
近
く
の
緑
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
（
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
堤
防

沿
い
）
で
は
甲
佐
高
校
の
美
術
部
・
２
、３

年
生
の
生
徒
や
松
橋
西
支
援
学
校
高
等
部

上
益
城
分
教
室
の
生
徒
が
制
作
し
た
竹
あ

か
り
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
点
灯
し
た
竹
あ

か
り
は
幻
想
的
な
空
間
を
作
り
出
し
、
来

場
者
は
足
を
止
め
観
覧
し
た
り
、
写
真
を

撮
影
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

甲
佐
高
校
生
が
盆
踊
り
と
竹
あ
か
り
で

あ
ゆ
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る

▲盆踊りに参加する甲佐高校の生徒たち（上）と甲佐高校
の生徒たちが制作した竹あかり（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 18

Town Development
こうさのまちづくり

  県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

子育て支援のために
　当日は、町内だけでなく
町外からもご参加いただき、
ありがとうございました。
今後も、魅力的な子育て環
境の充実のため、さまざま
な施策を検討していきます。  橋本 風花参事

町地域振興課
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日 月 火 水 木 金 土
9/1

 

2

 行政区配達
（町総務課）

 納期限
 （町税務課）
 法律・人権・行政相談
 （町福祉課）

3
 

4
 

5
 消費生活相談
 （町福祉課）

6 7
 

8
 

9
 
 

10
 金婚夫婦表彰式
 （町総務課） 
 １歳半・３歳児健診

（町健康推進課）

11
 
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

12
 消費生活相談
 （町福祉課）

13
 

14

15
 
 

16 17
 行政区配達
（町総務課）

 心配ごと相談
 （町福祉課）

18
 認知症についての
 相談会と家族のつどい
 （町福祉課）

19
 消費生活相談
 （町福祉課）

20
 

21

22
 

23
 

24
 

25
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

26
 消費生活相談
 （町福祉課）
 ４ヶ月児健診 
 ７ヶ月児健診

（町健康推進課）

27 28
 

29 30
 納期限
 口座振替日
 夜間窓口

（町税務課）

10/1

 行政区配達
（町総務課）

10/2

 

10/3

 消費生活相談
 （町福祉課）

10/4

 ピカピカ１歳教室
（町健康推進課）

10/5

 

※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R6.9 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。
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町からのお知らせ

　農林水産省では、令和７年２月１日現在で、全国一斉に “ 農林業の国勢調査 ” といわれる
「2025年農林業センサス」を実施します。この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために
５年ごとに実施されており我が国の農林業・農山村地域の実態を明らかにする最も基本的な調
査です。
　令和６年12月中旬から調査員が農林業関係者の方々を訪問して、調査票に農林業の経営状況
などの記入をお願いします。
　調査票に記入された事項については、統計以外の目的には使用されませんので、ご協力をお
願いします。
※調査員や調査関係者には調査で知ったことに関する守秘義務を規定しています。安心してご 
　回答ください。
※調査票はオンラインによる回答も可能です。

【お問い合わせ先】
　町企画課　☎０９６‐２３４‐１１１５

2025年農林業センサスが実施されます
あなたの回答が、日本の未来へ活かされます

か
か
り
つ
け
医
な
ど
で
個
別
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
す

■ 
個
別
健
診
で
自
分
の
体
の
状
態
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
９
月
２
日
（
月
）
か
ら
個
別
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
７
～
８
月
に
実
施

し
た
集
団
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

指
定
医
療
機
関
で
個
別
健
診
を
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
時
間
の
都
合
な
ど
で
集
団
健
診
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
人
は
、
都
合
の
良
い
日
時
を
選

ん
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
個
別
健
診
で
自

分
の
体
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
個
別
健
診
の
対
象
者
に
は
受
診
券
を
郵
送

し
ま
す
。
受
診
の
際
は
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
の
で
、
指
定
医
療
機
関
へ
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
40
～
74
歳
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、
７
～
８
月
に

実
施
し
た
町
の
集
団
健
診
を
受
診
し
て
い
な

い
人

※
個
別
健
診
の
対
象
者
に
は
、
９
月
上
旬

　

頃
に
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。
受
診
券

　

が
届
く
前
に
個
別
健
診
を
受
診
し
た
い

　
人
は
、
保
険
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
が
届
い
た
人
で
も
、
国
民
健
康
保

　
険
の
被
保
険
者
資
格
が
な
い
場
合
は
受
診

　
で
き
ま
せ
ん
。

●
実
施
期
間

　
９
月
２
日
（
月
）
～
12
月
28
日
（
土
）

●
健
康
診
査
内
容

　
体
格
検
査
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
Ｂ
Ｍ

Ｉ
）、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
（
血
中
脂
質

検
査
・
血
糖
検
査
・
肝
機
能
検
査
・
腎
機
能

検
査
）、
尿
検
査
、
医
師
の
診
察
な
ど 

※
が
ん
検
診
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
受
診
料
（
個
人
負
担
金
）

　
１
３
０
０
円

●
主
な
指
定
医
療
機
関

・
荒
瀬
病
院
（
甲
佐
町
緑
町
３
３
１
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
１

・
谷
田
病
院
（
甲
佐
町
岩
下
１
２
３
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
２
４
８

・
小
屋
迫
医
院
（
甲
佐
町
岩
下
96
‐
１
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
６
５

・桃
崎
整
形
外
科
（
甲
佐
町
緑
町
２
７
５
‐
20
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
１
１
１

※
そ
の
ほ
か
の
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

　
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

農林業センサス
マスコットキャ
ラクター “ つっ
ちー ”▶
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I n f o r m a t i o n

令和６年10月から児童手当制度が変わります

国
民
年
金
付
加
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て

受
給
年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

■ 

保
険
料
を
追
納
（
後
払
い
）
す
る
と
、

年
金
の
受
取
額
を
増
や
せ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
比

べ
、
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
老
齢
基
礎
年
金

の
受
取
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
納
付
猶
予

や
学
生
特
例
の
期
間
は
年
金
の
受
給
資
格
期

間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
や

学
生
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
が

あ
り
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、
所
得

税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
追
納

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■ 

追
納
制
度
を
利
用
す
る
場
合
の
注
意
点

　
追
納
制
度
を
利
用
し
て
保
険
料
を
納
め
る

場
合
に
は
、
次
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
や
学
生
特
例

　
の
承
認
を
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
原
則
古

　
い
期
間
の
分
か
ら
納
め
て
く
だ
さ
い
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
人
は
、
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

　
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
追
納
を
す
る
場

　
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額

　
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
追
納

　
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
口
座
振
替
な
ら
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

・
令
和
６
年
度
中
に
追
納
し
て
い
た
だ
く
際

　
の
保
険
料
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
追
納
制
度
に
関
す
る
こ
と
や
申
請
方
法
な

　

ど
の
詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
の
公
式

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
熊
本

　
東
年
金
事
務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
３
）

詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

改正前（令和６年９月分まで） 改正後（令和６年10月分から）

支給対象 中学生
（15歳到達後の最初の３月31日まで）

高校生年代
（18歳到達後の最初の3月31日まで）

所得制限 所得制限限度額、所得上限限度額あり 所得制限なし

手当月額

第３子以降
の算定対象 18歳到達後の最初の３月31日まで 22歳到達後の最初の3月31日まで

支給月 ２月、６月、10月
※各前月までの４か月分を支給

偶数月
※各前月までの２か月分を支給

・３歳未満……………月15,000円
・３歳から小学校修了まで
　第１子・第２子……月10,000円
　第3子以降…………月15,000円
・中学生………………月10,000円

・３歳未満
　第1子・第２子…月15,000円
・第3子以降………月30,000円
・３歳～１８歳到達後の最初の
　３月31日まで
・第１子・第２子…月10,000円
　第3子以降………月30,000円

※制度の改正により、手続きが必要になる場合があります。
詳細が決まり次第、町ホームページなどでお知らせします。

【お問い合わせ先】
　町福祉課
☎096－２３４－１１１４
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お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
住
ま
い
を
確
保
す
る
た
め
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

・
現
に
住
宅
所
有
者
の
居
住
の
用
に
供
さ

　
れ
て
い
る
も
の

・
階
数
が
３
階
以
下
の
木
造
住
宅
（
併
用

　
住
宅
の
場
合
、
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

　
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
の
も
の
）

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

　
も
の
、
ま
た
は
平
成
28
年
熊
本
地
震
に

　
よ
り
被
災
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
が
確

　
認
で
き
る
も
の

・
建
築
基
準
法
に
違
反
し
な
い
も
の

・
過
去
に
同
一
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い

　
な
い
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性
が

　
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の

▼
対
象
者

　
住
宅
の
所
有
者
で
、
税
金
な
ど
の
滞
納

　
が
な
い
者

▼
補
助
内
容

①
耐
震
診
断
費
補
助

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
（
補
助
限
度
額
８
万
６
０
０
０
円
）

②
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工
事
一
括

　
補
助
対
象
経
費
の
80
％
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
）

③
建
替
え
設
計
・
建
替
え
工
事
一
括

　
補
助
対
象
経
費
の
80
％
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
）

▼
申
し
込
み
期
限

　
11
月
29
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付

　
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
本
補
助
事
業
を
申
請
す
る
場
合
は
、
町

　
建
設
課
へ
の
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　
　
（
内
線
１
６
８
）

　
町
で
は
、
歩
行
者
の
安
全
と
避
難
路
を

確
保
す
る
た
め
、
道
路
に
面
し
て
い
る
倒

壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤

去
お
よ
び
安
全
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
設
置

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

・
道
路
（
避
難
路
）
か
ら
の
高
さ
が
80
㌢

　
㍍
以
上
の
も
の

・
高
さ
が
60
㌢
㍍
以
上
の
も
の

・
安
全
対
策
が
必
要
と
町
が
判
断
し
た
も
の

▼
対
象
者

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者
で
、
税
金
な

　
ど
の
滞
納
が
な
い
者

●
補
助
内
容

①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
工
事

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
３
分
の
２

ま
た
は
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ

（
㍍
）
×
１
万
２
０
０
０
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額
（
補
助
限
度
額
20
万
円
）

※
フ
ェ
ン
ス
の
撤
去
費
用
は
除
く
。

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
設
置
工
事

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
３
分
の
２

ま
た
は
設
置
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ

（
㍍
）
×
１
万
５
０
０
０
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額
（
補
助
限
度
額
15
万
円
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
と
併
せ
て
行
う

　
工
事
に
限
る
。

▼
申
し
込
み
期
限

　
11
月
29
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
く
。

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付

　
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（(社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を

支

援

し

て

い

ま

す

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
確
保
を

支

援

し

て

い

ま

す
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熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
自
主
的
な

解
決
が
難
し
い
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

の
た
め
に
、
３
名
の
委
員
（
公
益
・
労
働

者
・
使
用
者
）
に
よ
る
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

▼
日
時　

　
10
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
午
後

　
4
時
30
分
（
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
会
場

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
９
階

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
５
２

　
県
で
は
、
９
月
を
熊
本
県
動
物
愛
護
月

間
と
定
め
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
正
し
く

愛
情
を
持
っ
て
飼
育
で
き
て
い
る
か
な
ど
、

動
物
に
対
す
る
向
き
合
い
方
を
見
つ
め
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ア
ニ
マ
ル
フ

レ
ン
ズ
熊
本
お
よ
び
県
内
の
各
保
健
所
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
保
健
所

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

くらしの情報

町税などの滞納処分（７月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 １件

差し押さえ件数 １件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 517,700円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
７月 年累計

人 身 事 故 ２ ４

物 損 事 故 １９ １０２

盗 難 な ど １ 5

７月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ ０

原 野 12 ＋２

そ の 他 14 ＋２

合 計 件 数 29 ＋４
8月15日現在

fire prevention

　浄化槽管理（設置）者には、浄化槽法で保守点検、清掃、法定検査の３つが義務付けられています。
　保守点検は機器の点検・調整・修理や消毒剤の補給を、清掃は浄化槽内にたまった汚泥などの引き抜き
や機器類の洗浄を行うものです。法定検査は、トイレの排水や生活雑排水をきれいにする浄化槽の維持管
理が適切に行われ、浄化槽がきちんと機能しているかを確認するためのものです。
　法定検査は熊本県が指定した検査機関（公益社団法人熊本県浄化槽協会）が行いますので、保守点検や
清掃を行っていても、次の表に従って必ず検査を受けてください。

※７条検査と11条検査は浄化槽法で定められている検査です。

【お問い合わせ先】
・町環境衛生課　☎096-234-1169
・公益社団法人熊本県浄化槽協会　☎096-284-3355

浄化槽の法定検査を受けましょう！

検査名 対象 回数

７条検査（浄化槽設置後の水質検査）※ 新たに浄化槽を設置した人 浄化槽設置後３～８ヶ月以内に１回

１１条検査（定期検査）※ 浄化槽を設置している人 毎年１回

浄化槽設置の皆さんへ

熊本県生活排水
対策イメージ
キャラクター
“排水くん ”▶

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
相
談
会
を

開

催

し

ま

す

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
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お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
お
知
ら
せ

　　
消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
６
年

度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
の
種
類

・
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

・
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第
１
類
～

　
第
６
類
）

・
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日
時

　
11
月
３
日
（
日
）

▼
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
９
月
９
日
（
月
）
～
17
日
（
火
）

・
電
子
申
請

　
９
月
9
日
（
月
）
～
17
日
（
火
）

▼
受
験
地

　
熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市
、
玉
名
市

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
熊
本
県
支
部

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

障
が
い
の
あ
る
人
の

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　
９
月
９
日
（
水
）
～
10
月
31
日
（
木
）

▼
受
講
対
象

　
身
体
（
視
覚
・
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、

　
精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
の

　
障
が
い
の
あ
る
人

▼
内
容

　
ウ
ェ
ブ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
表
計
算
３
級

　
な
ど
、
就
職
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

　
ル
を
習
得
し
ま
す
。

　
※
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間

　
12
月
３
日（
火
）～
令
和
７
年
２
月
28
日（
金
）

▼
経
費

　
テ
キ
ス
ト
代
９
９
０
０
円
（
税
込
み
）

※
受
講
料
は
無
料

▼
訓
練
場
所

　
自
宅

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６
‐
２
９
７
‐
９
９
１
５

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
７
７

農
薬
の
空
容
器
は
適
正
に

処

理

し

ま

し

ょ

う

　
農
薬
空
容
器
は
、産
業
廃
棄
物
で
あ
り
、

野
焼
き
や
不
法
投
棄
が
法
律
で
禁
止
さ
れ

令和７年４月から農地の貸借方法が変わります
　令和７年４月（※「地域計画」の策定後）から、農業経営基盤強化促進法による農地の権利移動（貸
借権など）は廃止されます。
現在結んでいる農業経営基盤強化促進法（相対）による貸借契約の期間満了後は、「農地法第３条によ
る契約」、または「農地バンク（農地中間管理事業）を利用した契約」のいずれかになります。

※「地域計画」とは、町全域において地域農業の将来のあり方、それを実現するための計画書と10年後
に目指すべき姿を示した目標地図を合わせた計画で、現在策定されている「人・農地プラン」をより実
質化したものです。

くらしの情報

現在の農地貸借の方法 令和７年４月以降（※地域計画策定後）

農業経営基盤強化促進法による利用権設定（相対） 廃　　　止

農地バンク（農地中間管理事業）を利用した
貸借契約 継　　　続

農地法第３条による貸借契約 継　　　続

　【お問い合わせ先】
　町農業委員会　☎０９６ー２３４－１１７６
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て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
空
容
器
の
処
分
に
つ

い
て
は
、
排
出
者
で
あ
る
農
業
者
自
ら
が

適
切
に
処
理
す
る
か
、
専
門
の
廃
棄
物
処

理
業
者
に
処
分
を
委
託
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農

薬
空
容
器
の
処
分
に
あ
た
っ
て
は
、
容
器

内
に
残
っ
た
農
薬
も
適
切
に
処
分
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
農
業
技
術

課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

９
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

　
毎
年
９
月
10
日
～
16
日
は
、
誰
も
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
を
目

指
し
、
自
殺
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
得

る
「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す
。
自
殺
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
原
因
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
決
し
、全
て
の
人
に
と
っ
て「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
１
人
で
悩
ま
ず
に
、
身
近
に
相
談
で
き

る
人
や
相
談
窓
口
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・

無
料
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
相
談
窓
口

・
＃
い
の
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
☎
０
１
２
０
‐
０
６
１
‐
３
３
８

・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

・
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
５
５
６

▼
子
ど
も
向
け
電
話
相
談
窓
口

・
子
供
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談
窓
口

　
☎
０
１
２
０
‐
０
‐
７
８
３
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
商
品
を
購
入

し
た
消
費
者
が
、
販
売
業
者
か
ら
「
〇
〇

ペ
イ
（
決
済
ア
プ
リ
）
を
使
っ
て
返
金
す

る
」
と
言
わ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
返

金
手
続
き
を
誘
導
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、

「
返
金
」
し
て
も
ら
う
は
ず
が
い
つ
の
間

に
か
「
送
金
」
し
て
し
ま
っ
て
い
た
、
と

い
う
新
手
の
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
際
は
、

甲
佐
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
ま
た
は
熊
本

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
２
２
３

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

くらしの情報

甲佐町駅伝競争大会・地区対抗体力つくり駅伝競争大会が開催されます

　11月４日（月）熊本甲佐総合運動公
園で第54回甲佐町駅伝競走大会と第50
回地区対抗体力つくり駅伝競走大会が開
催されます。
　同大会は、町民に駅伝競走の醍醐味を
伝え、競技人口の底辺拡大と各選手間の
親睦融和を図ることを目的に甲佐町ス
ポーツ協会、町教育委員会、甲佐町陸上
競技協会が共催。大会当日は、皆さんの
熱い声援をよろしくお願いします。
　現在、大会出場チームを募集していま
す。出場希望者は、10月４日（金）午
後５時までに甲佐町スポーツ協会事務局

（町社会教育課内）までご連絡ください。

　【お問い合わせ先】
　甲佐町スポーツ協会事務局（町社会教育課内）　☎０９６ー２３４－２４４７（内線３２３）

●開催日　11月４日（月）
●開催場所　熊本甲佐総合運動公園
　【町駅伝競争大会】
・開会式：熊本甲佐総合運動公園　午前８時30分～　
・スタート：小学生の部　午前９時～　
　　　　　　男子、女子、男女混合の部　午前10時00分～
・閉会式：競技終了後
　【地区対抗体力つくり駅伝競争大会】
・開会式：熊本甲佐総合運動公園　午前８時30分～
・スタート：午前11時15分～
・閉会式：競技終了後

※詳細は甲佐町スポーツ協会事務局
　（町社会教育課内）までお問い合わせください。

＼選手募集中／

◀
詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

　
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「
〇
〇
ペ
イ
で
返
金
し
ま
す
」
に

注

意

し

ま

し

ょ

う

く
ら
し
安
全
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［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

思
い
込
み

　
尻
尾
が
好
き
て
知
ら
だ
っ
た�

広
田
み
ど
り

思
い
込
み

　
俺
の
彼
女
は
ミ
ス
日
本�

下
山　
千
恵

思
い
込
み

　

普
通
サ
イ
ズ
で
良
い
は
ず
が�

志
垣　
　
光

思
い
込
み

　
こ
の
ま
ま
で
一
生
終
り�

平
井
や
よ
い

思
い
込
み

　
見
初
め
ら
れ
て
の
は
ず
な
の
に�

光
永　
　
六

思
い
込
み

　
自
己
流
ト
レ
で
医
者
通
い�

井
元
あ
ざ
み

思
い
込
み

　
悩
ん
だ
時
は
墓
参
り�

日
高　
美
里

思
い
込
み

　
俺
に
ホ
の
字
て
思
と
っ
た�

上
田　
梅
清

思
い
込
み

　
良
性
ち
ゅ
う
て
嬉
し
泣
き�

北
川　
直
美

［
短
歌
］�

塚
原
暁
益 

選

暑
き
夜
は
ク
ー
ラ
ー
利
か
せ
演
歌
聞
く

団
扇
の
日
々
の
昔
を
思
う�

池
田
キ
ヨ
子

流
れ
雲
北
を
目
指
し
て
急
い
で
る

何
が
あ
る
の
か
気
に
な
り
見
い
る�

西
村
き
ぬ
え

連
日
の
悲
喜
こ
も
ご
も
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

流
し
た
涙
は
金
に
も
勝
る�

緒
方　
明
美

危
険
な
る
酷
暑
の
日
々
続
く
な
か

草
葉
茂
ら
す
草
の
逞
し
き�

吉
永
由
紀
子

歳
と
れ
ば
ハ
ガ
キ
書
く
の
も
難
儀
な
る

末
尾
に
「
返
信
無
用
」
と
添
ゆ
る�

内
田
乃
武
子

草
の
根
を
取
る
手
暫
し
休
ま
せ
て

ど
く
だ
み
草
を
掴
み
て
臭
う�

赤
星　
延
子

神
様
が
私
に
く
れ
た
夏
休
み

今
は
病
棟
で
ま
だ
ま
だ
元
気�

塚
原　
暁
益

literary work
うたごよみ　～長月～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
①シシトウはヘタをとり洗い、少し切れ目を

入れ叩いて種を出す。
②ナスは一口大に切ってサッと水をくぐらせ

ザルに上げ水気を切ること。
③ニンニクはみじん切りにする。
④ボウルに●を入れ、混ぜておくこと。
⑤フライパンにサラダ油を入れ、ニンニク、

シシトウを焦がさないよう炒め、ニンニク
の香りがしてきたらナスを加え炒める。

⑥野菜から水分が出てきたら●を加え、ナス
がしんなりしたら出来上がり。

しし唐と秋ナスの味噌炒め

　
長
い
よ
う
で
短
く
感
じ
る
夏
休
み

が
終
わ
り
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た

小
学
生
た
ち
を
見
か
け
る
と
、
今
年

も
夏
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
た

ん
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

　
話
題
で
取
り
上
げ
た
野
外
キ
ャ
ン

プ
「
あ
つ
ま
れ
子
ど
も
た
ち
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
元
気

い
っ
ぱ
い
に
遊
び
、
１
泊
２
日
の
集

団
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し

い
友
達
と
出
会
い
、
一
緒
に
飯
ご
う

で
の
炊
飯
を
体
験
し
た
り
流
し
そ
う

め
ん
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
の
生
活
と
違
う
こ
と
を
し
て
初

め
て
の
体
験
を
し
た
こ
と
は
、
い
つ

ま
で
も
心
に
残
り
自
分
の
財
産
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
の

出
会
い
と
体
験
を
大
切
に
し
て
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
思
い
出
を
作
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。　
　
（
ゆ
）

　栄養素がたっぷりのシシトウは、中南米が原産です。当然この暑い夏が旬。
シシトウの栄養素の一つであるビタミンＫは骨を強くし、骨粗しょう症の治
療薬にも使われています。また成長期に必要なビタミンＣや抗酸化作用・免
疫力の向上のためのβカロテンも含まれています。シシトウは生でも食べら
れるってご存じですか？火を通さないとビタミンCをしっかり摂取できます。
ただし、たまに辛いのに当たるかもしれないので注意！してくださいね。

【材料】
シシトウ…………20本程度
ナス…………………1～2本
サラダ油……………大さじ3
●味噌………………大さじ２
●赤酒………………大さじ２
●砂糖………………大さじ１
ニンニク……１片（このみで）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
７月11日（木）～８月10日（土）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・堀越　啓伸様　　神奈川県
・弘田　信雄様　　東京都
・山﨑　博哉様　　兵庫県
・高島　規将様　　東京都
・外崎　勝和様　　千葉県
・田口　雅也様　　佐賀県
・相馬　　学様　　千葉県
　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

住　所 氏　名 年齢 世帯主
緑　町 赤星　文子 85 文子
田　口 梅本　博之 73 信博
上早川 佐藤ツヤ子 96 ツヤ子
豊　内 本田　好子 66 俊夫
西寒野 井上　英利 85 チエ子
中横田 井芹　申次 92 申次
有　安 荒瀨　政信 97 政信
仁田子 佐藤　良一 81 重子
西寒野 下津　武夫 86 世美子

ほか３人　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名
夫 豊　内 荒牧　　忍
妻 熊本市 坂井　杏里
夫 府　領 武内　玲琴
妻 横　田 弓削　楓音

［

［
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　「
今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、
私

を
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
７
月
に
上
益
城
郡
ス
ポ

ー
ツ
協
会
『
功
労
賞
』
を
受
賞
し

た
菊
地
信
二
郎
さ
ん
（
町
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
協
会
長
・
下
横
田
区
）。

賞
は
長
年
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

献
し
、
顕
著
な
功
績
を
残
し
た
者

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
平
成
15
年

に
は
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
お

よ
び
熊
本
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

か
ら
も
功
労
賞
を
受
け
て
い
る
。

　
菊
地
さ
ん
と
テ
ニ
ス
競
技
と
の

関
わ
り
は
、
小
学
校
３
年
生
時
に

さ
か
の
ぼ
る
。
清
和
村
（
現
山
都

町
）
で
生
ま
れ
、
教
員
で
あ
っ
た

父
親
の
影
響
で
兄
弟
と
共
に
テ
ニ

ス
を
始
め
た
。
中
学
生
の
こ
ろ
に

は
県
大
会
で
３
年
連
続
優
勝
す
る

な
ど
輝
か
し
い
実
績
を
残
す
一
方

で
野
球
部
や
駅
伝
部
に
も
所
属
し

活
躍
し
た
。
多
忙
だ
っ
た
部
活
動

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
当
時
通
っ

て
い
た
学
校
は
生
徒
が
少
な
く
、

そ
れ
が
普
通
だ
っ
た
そ
う
。

　
菊
地
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
甲

佐
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
に
は
、
町
内
外
か
ら
小
学
校
の

児
童
約
25
人
が
参
加
し
て
い
る
。

現
在
は
指
導
を
若
手
コ
ー
チ
に
託

し
、
自
身
は
ク
ラ
ブ
活
動
の
準
備

や
施
設
の
管
理
な
ど
裏
方
の
業
務

を
こ
な
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

と
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
共
有
し

て
い
る
。

　
菊
地
さ
ん
は
、
甲
佐
中
学
校
の

外
部
コ
ー
チ
と
し
て
も
16
年
間
の

指
導
経
験
を
持
つ
。「
プ
レ
ー
ヤ

ー
と
し
て
自
分
で
競
技
す
る
こ
と

よ
り
も
、
日
々
努
力
を
重
ね
る
子

ど
も
た
ち
と
共
に
県
大
会
な
ど
の

目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
て
い
く

こ
と
、
選
手
と
し
て
、
人
と
し
て

成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
と
共

に
歩
い
て
い
く
こ
と
が
、
生
き
甲

斐
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」
と

自
己
分
析
す
る
。

　
そ
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
は
精

神
の
強
さ
が
不
可
欠
。
継
続
す
る

こ
と
の
重
要
性
に
加
え
、
指
導
に

お
い
て
は
練
習
中
の
態
度
や
行
動

の
適
正
さ
を
特
に
重
視
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
と
き
に
は
コ

ー
ト
い
っ
ぱ
い
に
響
く
声
で
厳
し

く
注
意
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
一
瞬
の
気
の
緩
み
が
ミ
ス
や

事
故
に
繋
が
る
か
ら
で
す
」
と
自

己
の
指
導
哲
学
に
つ
い
て
も
語
っ

て
く
れ
た
。

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
練
習
を
行
っ

て
い
る
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
建
設
に
際
し

て
は
、
基
本
設
計
お
よ
び
施
設
運

営
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
た
。
コ
ー
ト
数
８
面
と
い
う
充

実
し
た
施
設
設
置
を
実
現
で
き
た

の
は
、
菊
地
さ
ん
の
助
言
あ
っ
て

の
こ
と
だ
。
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協

会
が
開
設
を
記
念
し
て
始
め
た

『
甲
佐
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
』
は
町
内
外
か
ら
約
80

人
の
参
加
者
を
集
め
、
今
年
11
月

に
は
第
３
回
を
迎
え
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
人
々
の
心
身
の
健

康
保
持
・
増
進
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
の

自
己
責
任
力
や
克
己
心
を
培
う
と

言
わ
れ
る
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
と
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
菊
地
さ

ん
の
目
に
は
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た

未
来
の
ま
ち
が
映
っ
て
い
る
。

日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
と

共
に
歩
い
て
い
く
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た40歳から本格的にソフトテ
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